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高血圧症・狭心症治療薬
持続性Ca拮抗薬 抗乳癌剤

 
（一般名：アムロジピンベシル酸塩）

 
（一般名：タモキシフェンクエン酸塩）

PTPシートデザインおよび特徴
裏面に製品名および効能・効果（高血圧症・

狭心症の薬です）の表示があります。

PTPシートデザインおよび特徴
両面が銀色、遮光のやや大きいサイズで

裏面に製品名の表示があります。

ノルバスク錠2.5mg ノルバデックス錠10mg

ノルバスク錠5mg

ノルバスクOD錠2.5mg ノルバデックス錠20mg

ノルバスクOD錠5mg

製造販売
ファイザー株式会社

製造販売元
アストラゼネカ株式会社

お問い合わせ先：ファイザー株式会社　製品情報センター　学術情報ダイヤル：0120-554-457
〒151-8589�東京都渋谷区代々木3-22-7�新宿文化クイントビル

� 2010年 1 月作成

と
このお薬を処方又は調剤いただく際にはご注意下さい



医療関係者各位

「ノルバスク」と「ノルバデックス」の
販売名類似による取り違え注意のお願い

� 2010年 1 月

� ファイザー株式会社

謹啓

　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は弊社製品につきまして格別のご高配

を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、弊社の「ノルバスク錠2.5mg、同錠5mg�及び�ノルバスクOD錠2.5mg、同OD錠5mg（一

般名：アムロジピンベシル酸塩）：高血圧症・狭心症治療薬 /持続性Ca拮抗薬」とアストラゼネ

カ株式会社の「ノルバデックス錠10mg、同錠20mg（一般名：タモキシフェンクエン酸塩）：抗

乳癌剤」につきましては、これまでに薬剤取り違えやヒヤリ・ハット事例が報告されております。

　これらの薬剤を処方又は調剤頂く際には、薬効及び販売名等を今一度ご確認くださいますよ

うお願い申し上げます。

　なお、平成15年11月27日付医政発第1127004号、薬食発第1127001号にて処方点検や調剤時、

病棟への供給時に注意を要する医薬品のうち、『誤処方による事故、ヒヤリ・ハット報告があっ

た医薬品名の組み合わせ』として、ノルバスク / ノルバデックスの組み合わせが掲載されてお

ります。また平成20年12月4日付医政発第1204001号、薬食発第1204001号にて、改めて取り組み

強化が通知されております。

　裏面にそれぞれの薬剤のPTPシート等の情報を掲載しておりますので、ご処方又は調剤頂く

際のご参考にして頂きますよう宜しくお願いいたします。

　今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

� 謹白

MED27A001



2009年10月

『ガベキサートメシル酸塩』製剤一覧

*：販売会社を含む ●使用上の注意等、詳細は裏面D.I .をご参照ください。

製品名 製造販売会社* 製品名 製造販売会社*

注射用エフオーワイ100

注射用エフオーワイ500

小野薬品工業株式会社 注射用プロビトール100mg

注射用プロビトール500

日医工株式会社

アガリット静注用100mg 日医工ファーマ株式会社

株式会社三和化学研究所

注射用メクロセート100mg

注射用メクロセート500mg

株式会社イセイ

アロデート注射用100mg

アロデート注射用500mg

沢井製薬株式会社 レミナロン注射用100mg

レミナロン注射用500mg

高田製薬株式会社

塩野義製薬株式会社

注射用パナベート100

注射用パナベート500

エール薬品株式会社

アルフレッサ ファーマ株式会社

『ガベキサートメシル酸塩』製剤（以下、本剤）は、「蛋白分解酵素（トリプシン、カリクレイン、

プラスミン等）逸脱を伴う諸疾患（急性膵炎、慢性再発性膵炎の急性増悪期、術後の急性膵炎）」、

「汎発性血管内血液凝固症」の効能・効果を有し、広くご使用いただいております。本剤は刺激性を

有しており、投与部位障害（静脈炎、硬結、潰瘍・壊死）を発症することがあるため、添付文書にそ

の旨を記載して注意喚起を行って参りました。しかし、本剤を高濃度で投与した症例や薬液が血管外

漏出した症例で投与部位障害が生じ、重症化する事例は現在でも報告されております。そこで、今

回、本剤による投与部位障害を予防・軽減するため、注意点を下記に記載いたしました。内容につい

てご理解賜り、今後も本剤を適正にご使用いただきますようお願い申し上げます。

－投与部位障害（静脈炎、硬結、潰瘍・壊死）を予防・軽減するために－

安全性情報（ご使用時のお願い）

・本剤を末梢血管から投与する場合、薬液の濃度を0.2%以下（本剤100mgあたり50mL以上の輸液）で

　使用してください。

・本剤を中心静脈から投与する場合でも、可能な限り末梢血管からの投与と同様に低濃度で使用して

　ください（本剤を中心静脈から投与して投与部位に血栓性静脈炎が発現したとの報告があります）。

・薬液が血管外へ漏れると、投与部位に潰瘍・壊死を起こすことがあるので、漏出しないように注意して

　ください。また、血液うっ滞が起こらないようできるだけ太い血管から投与してください。

・本剤の使用に際しては、投与部位及び刺入した血管の観察を十分に行い、投与部位に血管痛、発赤、

　炎症等があらわれた場合には、投与部位の変更又は投与を中止し、適切な処置を行ってください。

『ガベキサートメシル酸塩』製剤ご使用時のお願い
蛋白分解酵素阻害剤

お問い合わせ先：医薬情報部
電話 0120－626－190

製造販売

小野薬品工業株式会社
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